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「私の時間」の授業より



流山高等学園

・職業に関する専門学科を置く高等部単独の特別支援学校 28年目

・1学年の定員96名（8名×12学級） ３学年合計288名

・学校教育目標

「自らの夢や希望に向かって、挑戦と創造を続ける生徒の育成」

・校訓 「生活自立・社会自立・職業自立」
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本校舎 ３年生

第二キャンパス １・２年生



はたらく力を 育てる4学科８コース
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N農業コース

木工コース

福祉コース

N手芸コース

花の栽培・植栽、
フラワーアレンジメント

陶磁器製品、コンクリート製品、
ガラス・金属加工製品の製作

手織や染色などによる
手芸製品の製作

N園芸コース

農業実習地での野菜等の栽培
接客技能や老人福祉施設等で

求められる技能に関する実習
Ｎカフェ・テラスカフェ（パン製造・喫

茶）

N縫製コース
工業用ミシン、ロックミシン等
による縫製製品の製作

商品管理や清掃・事務に
かかわる実習

流通コース

N造形コース

ボール盤、バンドソー等の
電動機械を使用した
木工製品の製作

職業自立

流山高等学園の



動画コンテンツ利用実践の方法

・「職業」の授業で実施
・単元名「職場のコミュニケーション」
・3時間扱い（3コマ）
・1コマの授業時間45分
・高等部3年生 ９１名
・高等部2年生 ９４名
（1グループ22～24名×４グループ)

利用した環境について
月 火 水 木 金
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日課表(3年福祉流通サービス科)

・3年生→6～7月（前期現場実習後）
・2年生→11月～12月（後期現場実習後）

利用した時期



動画コンテンツ利用にあたっての準備

学習指導略案の作成 ワークシートの作成



学習の実施に当たっての工夫①

動画を場面で区切って一時停止

・場面における状況の確認
・教師からの問いかけ
・生徒の気付き、質問
・対話
・ワークシートの記入等



学習の実施に当たっての工夫②

教師からの発問や生徒の意見を電子黒板に提示

ホワイトボード 動画コンテンツ



授業を受けた生徒の様子

・動画の主人公の行動をよく見ており、その
行動に対して、自分ならどうしたか、どう考え
るか等について活発な意見交換をしていた。

・動画の内容に興味・関心をもって見ていた。

・「職業」の授業ということもあり、将来のこと
や働くことに関する学習であるという意識を
もって授業に参加できていた。



動画コンテンツ利用による成果

・分かりやすいシチュエーションであり、職場での課題を自分事として
捉えて学べた。

・具体的な場面の動画を見ることで、学校での専門教科の授業や、
現場実習など、これまでの自身の経験を振り返りながら考えを進める
ことができた。

・登場人物それぞれの立場や状況が分かりやすいことで、職場の場面
で俯瞰的な視点を持つことができた。



動画コンテンツに対する評価

構成について

・具体的な場面設定であり、生徒に共感されやすい内容であった。
・繰り返し視聴することで理解が深まることを考えると、個人で繰り返
し視聴できるような、短縮バージョンがあってもよいと考える。

内容・見せ方について

・場面、状況は分かりやすく生徒はすぐに理解できた。
・配慮を受けてもまだ不安を訴える場面など、内容が複雑になると
理解しにくい生徒もいた。



・動画の放送時間はどう感じましたか。

長い １２人（１５％）
ちょうどよい ６４人（８１％）
短い ３人（４％）

動画コンテンツに対する評価

授業後の生徒へのアンケート結果より（回答者は２年生７９名）

・この動画は専門教科における活動や、現場
実習・就職に向けて役に立つと思いますか。

役に立つ ５７人（７２％）
少し役に立つ １８人（２３％）
あまり役に立たない ２人（２％）
役に立たない ２人（２％）

・授業で見た動画をまた見たいと思いますか。

また何回でも見たい ３０人（３８％）
もう１回見たい ２９人（３７％）
見たくない ２０人（２５％）

・動画を使用した授業の内容はどうでしたか。

良かった ５０人（６３％）
まあまあ良かった ２８人（３５％）
あまり良くなかった ０人（０％）
良くなかった １人（１％）



動画コンテンツに対する評価

授業後の生徒へのアンケート結果より

・これから先どのような内容の学習動画を見たいですか。（複数回答）

職場の上司や先輩と、どのように接したらいいのか ４３人
職場での昼休みや休み時間の過ごし方 ２５人
趣味について ３６人
教養について（歴史や漢字、科学など） １１人
身だしなみやオシャレ、ヘアケアなどについて ２６人
健康について（食べ物、運動、落ち込んだときの回復方法など）２８人
資格取得について（漢検や英検、自動車免許など） ２３人
時事問題（日本国内や外国のニュース） １３人
その他 １人（意見の記述なし）



13

動画コンテ
ンツを利
用した授
業の課題

コンテンツを利用した授業の改善に向けて

〇コンテンツの計画的な活用
コンテンツを利用する時期（現場実習前か、現
場実習後か）等により、授業のねらいや、どのコン
テンツを利用するかなどを考えながら計画的に活用
することで、より効果的な学びにしていきたい。

〇より深い学びに向けた授業展開の工夫
知識として学ぶだけではなく、必要な場面で力を
発揮できるように、コンテンツを通して生徒同士の
対話を促し、自身の気付きや理解を深めていける
ようにしていきたい。



ありがとうございました
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